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１.取組の対象組織・活動

　　　　一般土木工事業

　　　　売上高　　４０，８５１万円(令和3年度)

■認証・登録の対象組織・活動

　　登録事業者名：　有限会社大開工業

　　　　従業員　　 　４９名

　　　　倉庫面積　　　　　　　　　　　　　２４０㎡

（1）    名称及び代表者氏名

　　　　有限会社　大開工業

　　　　代表取締役　小杉　幹雄

（2）    所在地

（3）    環境管理責任者及び担当者

　　　　環境管理責任者　　加納数則

　　　　②高岡取次所：　富山県高岡市野村１６０７－１　大地ビル２F

　　　　①本社：　　　　　 富山県高岡市伏木古府1丁目11-8

　　　　④東北出張所：　宮城県仙台市泉区南光台6丁目12-27

　　　　③東京支店：　　 東京都町田市成瀬6丁目15-10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0766-44-4089　FAX：0766-44-4093

　　　　　　　　　　　　　高岡取次所　 富山県高岡市野村1607-1　大地ビル2F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：0766-25-8801　FAX：0766-25-4455

　　活動：　　　　　　　土木工事業、とび・土工工事業、解体事業

なお、東京支店については、4年後までに対象事業所に加える予定

　　　　担当者　事務局　 　石灰夏実　　　TEL：0766-25-8801

　　対象事業所：　　　本社　　　　　　富山県高岡市伏木古府1丁目11-8

（5）    事業の規模

　　　　会社設立　　平成１４年１月３０日

　　　　資本金　　  ２，０００万円

　　　　対象事業所延べ床面積　　２９８.２７㎡

（6）　事業年度

　　　　５月１日～翌年４月30日

（4）　事業内容

　　　　特定建設業



2 .環境経営方針

＜行動計画＞

１．具体的に次のことに取り組みます。
　①電力・自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減
　②土木資材の省資源、廃棄物の３Ｒ(減量・再使用・再生利用）
　　の推進
　③水資源の節水
　④環境に配慮した土木工法の推進

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

制定日　令和 元 年 １２ 月 １ 日

代表取締役社長

　　小　杉　　幹　雄

　私たちは、ますます深刻化する地球温暖化や、今後
予想される地下資源の枯渇への対応が人類共通の重要
課題と認識し、事業活動における環境負荷の低減を図
るため、自主的・積極的に環境保全活動に継続的に取
り組みます。

有限会社　大開工業

経営理念

　建設業としての社会責任を果たす

ために各種業務をレベルアップさせ、

それにより、社員の生活向上をめざす。

環境経営方針



　3.組織体制

更新日：

有限会社　大開工業 実施体制図及び役割・責任・権限表 承認 作成

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　テスト、訓練を実施、、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理

取締役土木部長 ・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施
・自部門における環境経営方針の周知

事務部門長 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付け）

・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

加納　数則 ・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

専務取締役 ・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポートの承認

代表取締役社長 ・環境管理責任者を任命
小杉　幹雄 ・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

役割・責任・権限
代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

環境管理
責任者

加納　数則
環境事務局

事務部門 重機土木部 土木部

2023年7月31日

代表者

小杉　幹雄



４.環境経営目標

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

基準年度
目標

1％削減
目標

2％削減
目標

3％削減
※4

二酸化炭素排出量の削減

電力使用量の削減(事業所) ｋＷｈ／年 19,870.0 19,671.3 19,671.3 19,671.3

ガソリン使用量削減(現場) ℓ／年 22,696.0 22,469.0 22,242.1 22,015.1

軽油使用量削減(現場) ℓ／年 23,910.0 23,670.9 23,431.8 23,192.7

126,845.7 125,577.3 124,422.9 123,268.5 ※3

廃棄物排出量の削減

一般廃棄物の削減（事業所） 398.6 398.6 394.6 390.6 ※1

産業廃棄物の削減（現場） 42.5 42.1 42.1 41.2

※2

周辺清掃回数 2 2 2 2

節水に努める

　　　0.574㎏-CO2/kWhを使用

　　　電力、産業廃棄物は１％減のまま、ガソリン、軽油、一般廃棄物は毎年削減量を1％ずつ増

※　 化学物質の使用は該当しない

※3　使用電力の二酸化炭素排出係数は北陸電力の2017年度の調整後排出係数

環境経営方針を踏まえて下記のとおり環境経営目標を設定した。

環境に配慮した土木工法の推進

※1　一般廃棄物の基準年度は計測を開始した2020年度

※2　総排水量は事務所が賃貸物件で毎月一定額が家賃に含まれて請求され、計量できない

　　　ため数値目標は設定しない。

二酸化炭素総排出量

環境経営目標 単位

kg／年

※4　項目により2021年度以降の目標値が異なる

地域の清掃活動

土木工法

kg-CO2

ｔ／年

総排水量の削減（事業所）



５.環境経営計画

責任部門

・空調温度の適正化（冷房27℃、暖房22℃）

・OA機器の省電力設定

・不要な照明の消灯

・空調、照明の定期的な点検、清掃

・省エネタイプの蛍光灯への切り替えの検討

・建設発生土・資材等の運搬ルートの検討

・建設機械の省燃費運転

・施工・作業方法の見直し

・燃料消費の少ない建設機械の選定

・運転時の急加速・急停車の防止

・エネルギーの効率的利用

・車両買い替えを低燃費車に

一般廃棄物排出量削減 ・社内LAN、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの活用

・両面コピー、裏紙使用による枚数削減

・社内文書の電子化

・分別の徹底

・書面に変えて電子メールの活用

・会議資料、事務書類の簡素化

産業廃棄物排出量削減 ・建設現場での廃棄物の分別、リサイクル

・適切な処理業者の選定・特定

・建設材料の適切な調達

・施工時の資材ロスの削減

・環境負荷の少ない資材の調達

総排水量削減 ・節水ラベル貼付

・従業員への節水の呼びかけ

・建設現場での雨水の利用

環境に配慮した土木工法の推進 ・特定工種の最適時期での施工

・作業規模に応じた機械の使用

・建設発生土の場内利用・再利用

・水質汚濁の少ない工法の検討

・再生資源の積極的利用

地域の清掃活動 ・地域の公園、海岸の清掃　各年1回ずつ

事務部門

土木部

建設機械・工事車両の二酸化
炭素排出量削減

土木部

土木部

廃
棄
物
排
出
量
削
減

土木部

事務部門

改善取組事項 具体的取組内容

社有車・通勤車両の二酸化炭
素排出量削減

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

事務部門

土木部

電力の二酸化炭素排出量削
減



6.環境経営目標の実績

2019年度

基準年度 目標 実績

電力使用量の削減(事業所) ｋＷｈ／年 19,870.0 19,671.3 21,979.0 90%

ガソリン使用量削減(現場) ℓ／年 22,695.6 22,241.7 24,493.0 91%

軽油使用量削減(現場) ℓ／年 23,910.3 23,432.1 17,728.0 〇

126,845.6 124,422.7 116,004.6 〇

一般廃棄物の削減（事業所） 398.6 390.6 324.2 〇

産業廃棄物の削減（現場） 42.0 41.6 4.2 ―

周辺清掃回数 2 2 2 〇

2022年度

達成率環境経営目標 単位

kg-CO2

総排水量の削減（事業所）

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量の削減

土木工法

ｔ／年

上記二酸化炭素合計排出量

「節水」表示を実施

kg／年

　 今年度の達成率は測定不能とする。

地域の清掃活動

※達成率が80％を下回った場合是正措置をとる

※今年度の産業廃棄物の排出量が工事内容により基準年を大幅に下回ったので

環境に配慮した土木工法の推進



７.環境活動の取組結果とその評価及び次年度の取組内容

例年通り地域の清掃を行った。
(コロナウイルスの影響により人数は縮小)

左記の通り、目標値を新た
に設定し直して時次年度以
降取り組む。

引き続き取り組む。

引き続き取り組む。
社内パトロールの項目に環
境配慮も重点項目として追
加。安全担当とも協力して進
めていく。

産業廃棄物削減

一般廃棄物削減

総排水量削減

環境に配慮した土木工法の推進

昨年度までは数値の比較を中心に行ってき
たが、今年度は現場サイドの意見を取り入
れての評価にも取り組んだ。次年度以降の
評価方法についても検討する。

目標値を予想以上に下回ることができた。
しかし目標値としての精度に疑問を感じる
部分はあるのでこれまで集計したデータを
もとに、目標値の改定を行い次年度以降取
り組む。

項目 次回取組評価

二酸化炭素排
出量削減 ガソリン使用量の

削減

軽油使用量の削
減

電力使用量の削
減

取組を開始して3年目、基準年のデータが
古くなり現状に則しておらず、古いデータの
まま取組を続け評価を行うことに限界を感じ
た。
直近の集計データを元に新たな基準値を設
定し、次年度以降取り組むことを検討する。

次年度は基準値を新たに設
定し直して取組を開始する。
新しい基準値は今年度の
データなど直近のものを基
に設定することが妥当では
と考えている。

地域の清掃活動

上記の電力と同じく新たに
基準値を設定し直して次年
度以降取り組む。

基準年と比較すると人員や社有車の台数
が増えたため、そのまま比較することはあ
まり意味がないように思う。現在の人員や
社有車の台数に対してという観点から評価
することも検討したい。

稼働している現場の工事内容に軽油の使
用量が左右されるので、そのまま比較する
ことはあまり意味がないように思う。現在の
現場の稼働状況に対してという観点から評
価することも検討したい。

稼働している現場により毎
年条件が異なるので、数値
の中身についても評価する
ことを検討する。

引き続き取り組む。

廃棄物排出量
削減

昨年度を振り返り数値だけ
での評価はできないと感じる
部分があり、評価方法を見
直した。
今期の評価方法で引き続き
取り組む。

使用量についてのデータを数字で見ること
はできないが、各自節水を意識するように
なった。

引き続き取り組んでいく。施工者にだけ任せ
るのではなくパトロールを行う安全担当者の
意見も取り入れて進めていく。



8.環境関連法規などの遵守状況、訴訟並びに違反訴訟等の有無

　(1) 当社に適用される主な法規制等と現在までの遵守状況

廃棄物処理法 産業廃棄物の保管、運搬・処分の委託、管理票運用遵守

建設リサイクル法 対象工事における届出書面作成 遵守
容器包装リサイクル法 容器包装廃棄物の適切な分別排出 遵守

小型家電リサイクル法 使用済み小型電子機器の排出 遵守
自動車リサイクル法 使用済みとなった自動車を引取業者に引き渡す 遵守
オフロード法 協力会社の持ち込み車両など 遵守
フロン排出抑制法 機器の所有者によるフロン漏洩点検 遵守
騒音規制法・振動規制法 指定地域における建設作業と届出 遵守
環境影響評価法 環境アセスメントが適用された工事 遵守
道路交通法 道路における対象工事・作業の許可申請 遵守
道路法 継続して道路を使用する対象物件の許可申請 遵守

法規制等の名称 該当する活動 遵守状況

リサイクル法 指定副産物の発生抑制、再利用、再生利用、再
資源化努力

遵守

家電リサイクル法 特定家庭用機器の排出。　小売店へ料金を払い
引き渡す、家電リサイクル票の受け取り

遵守

建設工事公衆災害防止対策
要綱

地盤沈下、電波障害、粉塵対策 遵守

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。

作業所で同意するその他の
要求事項

時間外の作業、資材等の搬出入、発注者からの
要望
廃棄物の発生抑制、グリーン製品の使用

遵守

「建設業の環境自主行動計
画」

環境経営、低炭素社会、循環型社会、自然共生
社会

遵守

(2)違反、訴訟等
環境関連法規への違反はありません。



９.代表者による全体の評価と見直し

　有限会社大開工業

　代表取締役　小杉　幹雄

　少ないため、掲示物よりも資料やお知らせの配布により周知する形を取った

令和5年7月31日

〇環境関連法規の遵守状況

　全ての項目について遵守されていることを確認した

〇外部からの環境に関する苦情や要望

　苦情、要望はなかった

〇環境方針、環境目標

　・各自節水に対する意識が根付いてきた、引き続き取り組む

　今後も活動の趣旨や具体的な取り組みについて発信し、活動への参加を促し、環境に

　ついての理解を深めていくことに努める

　・電気の使用量が目標値を１０％上回る

　　基準値が現状に則しておらず、ガソリン同様、次年度より基準値を見直して取り組む

　・一般廃棄物の排出量を目標値より１７％多く削減に成功

　　目標値の達成に成功。ただし目標値の妥当性に疑問が残るので基準値・目標値を見直して

　　次年度以降取り組む

　・環境に配慮した土木工法や事業活動

　　SDGｓの活動と並行して環境負荷の低減を図る

〇その他・社会情勢等

　環境教育や活動の周知について、現場へ直行直帰のスタイルが主で事務所へ寄る機会が

建設資材の価格が上昇し、燃料代や電気代も上昇していく今日において、環境負荷に配慮した

事業活動を継続することにより、経営の継続的改善に取り組んでまいりたいと思います。

〇環境目標の達成状況、環境活動計画の実施及び運用結果

　・ガソリン使用量が目標値を９％上回る

　　社員、社有車の増加に起因するものであり、来年度より基準値、目標値を見直す

今回、取組開始より3年間が経過、開始当初より在籍している社員には取組が浸透し定着して

いると感じます。

取組開始後に入社した社員にも活動が浸透し身近に感じてもらえるよう、印刷物の配布などを

継続して定期的に行い、途中入社の社員への周知にも配慮しながら会社全体で取り組むことを

意識して活動を行いました。


